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　平成27年度第7回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国行政・文化視察団の団長として、重慶

市等を訪問し、所期の目的を果たして、団員総勢21名が無事に帰水することができましたこと

は喜ばしく、団員の皆様や関係各位のご協力に深く感謝いたします。

　重慶市では、都市計画館や三峡博物館、世界文化遺産「大足石刻」の視察、日本文化に強い関

心・興味を持つ大学生との交流などを通して、中国における悠久の歴史と未来に向けた発展の勢

い、そして人々の息吹を肌で感じることができました。また、中国への返還後も新たな発展が続

く香港特別行政区及びマカオ特別行政区の視察など、素晴らしい思い出に残る滞在となりました。

　水戸市と重慶市との交流は、昭和60年に、当時中日友好協会副会長であられた孫平化先生が

初めて来水されてから、本年で30周年の節目を迎えました。今回、この記念すべき年に、重慶

市との友好親善を深めることができましたことは、重慶市人民政府外事弁公室の唐副主任をはじ

め、重慶市の皆様方の献身的な御尽力によるものであります。これまでに先人が培い、築き上げ

てきた両市の友情の絆が、いかに強く、素晴らしいものであるかを、今回の訪問を通じ、改めて

実感いたしました。

　終わりに、こうした訪問の積み重ねが、団員の皆様をはじめ市民が主体となった国際交流の発

展と、両市の、より一層の友好親善の一助となりますことを祈念いたしまして、ごあいさつとい

たします。

団長あいさつ

水戸市議会議員　福島　辰三
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（順不同・敬称略）

№ 役職等 氏　　名 性別 備　　考

1 団長 福　島　辰　三 男 水戸市議会議員

2 副団長 三　宅　正　人 男 水戸市市長公室長

3 団員 秋　山　恒　典 男

4 団員 石　井　慎　一 男

5 団員 市　橋　一　彦 男

6 団員 梅　澤　博　之 男

7 団員 大　倉　喜　則 男

8 団員 小野瀬　貴　之 男

9 団員 柏　　　洋　治 男

10 団員 後　藤　真　規 男

11 団員 佐　藤　雄　彦 男

12 団員 瀬　谷　斉　倫 男

13 団員 田　所　哲　也 男

14 団員 久　野　万智子 女

15 団員 飯　田　正　美 男 水戸市議会議員

16 団員 黒　木　　勇　 男 水戸市議会議員

17 団員 木　本　信太郎 男 水戸市議会議員

18 団員 鈴　木　宣　子 女 水戸市議会議員

19 随行員 橘　　　宏　志 男 水戸市議会事務局総務課長補佐

20 随行員 王　　　偉　亜 男 水戸市国際交流協会事務局長

21 随行員 竹　内　　繁　 男 水戸市国際交流協会

22 添乗員 松　井　きよみ 女 株式会社ＪＴＢ関東

団員名簿
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日　程　表
日次 月日（曜） 地　　　　　名 現地時間 交通機関 行　　　　　　　程

１
10月29日
（木）

水戸市役所
水戸市役所 発
東　京（成田）着
東　京（成田）発

香港着

11:30
11:40
13:00
16:30

20:30

専用バス

CX521

集合
貸切バス利用、成田空港へ

キャセイパシフィック航空利用、香港へ
（フライト時間約3時間30分）

＜香港泊＞

２
10月30日
（金）

香港

香港発

重慶着

午前

13:45

16:05
19:00

専用バス

KA840

【午前】香港市内視察
　 ・黄大仙見学
香港ドラゴン航空便利用、重慶へ

【夕方】歓迎会
＜重慶泊＞

３
10月31日
（土）

重慶 終日 専用バス

【午前】重慶市内視察
　 ・重慶市都市計画未来館
　 ・三峡博物館
【午後】重慶市内視察
　 ・磁器口見学
　 ・四川外国語大学視察 ＜重慶泊＞

４
11月1日
（日）

重慶

重慶発
香港着

午前

16:10
19:00

専用バス

KA841

【午前】世界遺産 大足石刻視察

香港ドラゴン航空利用、香港へ
＜香港泊＞

５
11月2日
（月）

マカオ 終日

フェリー

専用バス

フェリー

フェリーでマカオへ
【午前】マカオ歴史地区視察
　 ・聖ポール天主堂
　 ・聖ドミニコ教会 
　 ・セナド広場
【午後】娯楽複合施設視察
　 ・スタジオシティー
フェリーで香港へ ＜香港泊＞

６
11月3日
（火）

香港 終日 専用バス

【午前】香港市内視察
　 ・レパルスベイ
　 ・スタンレー
【午後】香港市内視察
　 ・ビクトリアピーク
　 ・女人街
　 ・ペニンシュラホテル周辺

＜香港泊＞

７
11月4日
（水）

香港

香港発

東京（成田）着
東京（成田）発

水戸市役所着

7:25

10:40

15:10
16:10

17:30

専用バス

CX520

専用バス

朝食後、空港へ

キャセイパシフィック航空便利用、成田へ
（フライト時間：約3時間30分）

貸切バス利用、水戸市役所へ

･････････････時差：－1時間･････････････

･････････････時差：＋1時間･････････････



香港

重慶市

成田 

水戸 

マカオ 

中華人民共和国

日本 

【経路図】

【宿泊先】

香港　　　：ＨＡＲＢＯＵＲ　ＰＬＡＺＡ　ＭＥＴＲＯＰＯＬＩＳ

　　　　　　　　（ハーバープラザ　メトロポリス）

重慶　　　：ＧＬＥＮＶＩＥＷ　ＩＴＣ　ＰＬＡＺＡ　ＣＨＯＮＧＱＩＮＧ

　　　　　　重慶国貿格蘭維大酒店

　　　　　　　　（グレンビューＩＴＣプラザ重慶）
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四川外国語大学にて

行動の記録
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11:30	 水戸市役所 集合
11:40	 水戸市役所 出発
13:00	 成田国際空港 到着
	 チェックイン、昼食、出国手続き
16:30	 成田国際空港 離陸（CX521便）
18:00	 夕食【機内食】
	 　※フライト時間：約3時間30分
------------------------＜時差：–1時間＞
20:30	 香港国際空港 到着
22:05	 ホテル着
	 （ハーバープラザ メトロポリス）

　平成27年度（第7回）友好交流都市重慶市親善訪問団及び中国行政・文化視察団は、平成27年10
月15日（木） に水戸市国際交流センターにおいて結団式を行い、10月29日に出発の日を迎えた。出
発当日、朝は小雨交じりの天気であったが、集合時間には雨も上がり、解体工事中の市庁舎を背に、
多くの関係者の方々の見送りを受けながら出発した。本来は12時の出発予定だったが、団員の皆さ
んが集合時間よりもかなり早く集合されていたため、早く出発することが出来た。出発時は曇天だっ
たものの、成田に近づくにつれ、次第に晴れ間が見えてきた。
　成田国際空港ではチェックインをスムーズに済ませ、空港内で各自昼食を摂るなどした後、再び集
合し、出国手続きをした。予定より15分遅れての搭乗、そして離陸。機内食がこの日の夕食となっ
た。日本との時差は1時間。時計を戻し、20時30分頃に香港国際空港に到着した。夜ではあったが、
日本よりも暖かい外気温を感じることができた。
　香港国際空港は、香港がイギリスから中国へ返還されて程なく開港した、比較的新しい空港であ
る。かつて存在した、ビルの狭間を縫うように離着陸を行うことで悪名が高い啓徳空港とは打って変
わり、香港国際空港は、アジア有数のハブ空港にふさわしく、島を削り、埋め立てて造成された広大
な敷地を持つ。その広さゆえに、少々歩いただけでは入国ゲートまで辿り着くことはできない。延々
と続く「動く歩道」。階を下り、モノレールに搭乗。ここで集団が分断されてしまい、後続は次の便
で追いかけることになった。モノレールを降り、上階に出ると、少し歩いてようやく入国ゲート前。
ここでようやく全員合流することができた。人の流れはあるものの、少し不安になるほどの長い道の
りであった。
　全員が無事入国、預け荷物を回収した。現地ガイドと合流できない（別のゲートで待機していた）、
バスのコンテナに全員のスーツケースが収納できない（中型バスのためコンテナが小さく、座席を利
用して何とか搭載した）などのトラブルはあったものの、何とかホテルに向けて出発。車窓からは、
高層ビル群が放つ無数の光が織り成す幻想的な風景を見ることができ、感嘆の声も聞こえた。

10月29日木
水戸市⇒香港特別行政区1日目
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  6:30～	 朝食
  9:00	 ロビー集合、出発
  9:20	 「黄大仙」を見学
10:00	 空港へ
10:50	 香港国際空港到着、チェックイン
11:15	 昼食【空港内「美心・翠園」にて飲茶】
	 昼食後、出国手続き
13:45	 空路、重慶へ（KA840便）
16:05	 重慶到着、入国手続き
17:30	 �重慶市人民政府外事弁公室の林倩 調研員

と合流
19:00	 歓迎会【「泯山園林大酒店」にて重慶料理】
21:00	 歓迎会終了
21:35	 ホテル到着（グレンビュー ITCプラザ）

　朝食はバイキング形式だった。パンやシリアル等の洋風、中華粥などの中華風の朝食以外にも、日
本の味噌汁やインドカレーまで用意されており、様々な国からの利用者がいることを伺わせた。（実
際、後日香港に戻った際に、朝食の席でインド人と思われる宿泊者の集団を見かけることがあった。）
　この日は重慶への移動日であったが、飛行機のチェックインまでの時間を利用し、有名な寺院で
ある「黄大仙」を見学することとなっていた。ホテルをチェックアウト後、バスに乗車。前日の教訓
を生かし、今回は大型バスが用意されていた。かつては法の支配の及ばない無法地帯であった「九龍
城」の跡地である公園や、開発が進む啓徳空港の跡地を横目に、バスは香港市街を走り抜け、目的地
を目指した。途中、建設中の高層ビルを多く目にしたが、驚くべきことに、工事の足場は竹で組まれ
ていた。
　黄大仙自体は、道教、仏教、儒教が習合した寺院であり、黄大仙を祀る本堂の周囲に、様々な神仏
が祀られた廟や、神獣の銅像などが配置されていた。建物は赤い柱に黄色い屋根、極彩色の装飾が散
りばめられた、中国的な寺院建築であった。敷地内に溢れかえる参拝客と、それぞれの手から立ち上
る線香の煙が、この寺院の人気の高さを物語っていた。
　黄大仙を後にし、空港まではバスで1時間弱ほど。飛行機のチェックインを済ませ、昼食は空港内
で「飲茶」を楽しんだ。やや軽めであったが、この後機内食も提供されたため、むしろ程よかった。
　香港は中国に返還されたとはいえ、返還後50年は社会主義体制に組み込まれず、一国二制度の下
で特別行政区となっている。そのため、香港から重慶への移動の際には、それぞれの空港での出入国
審査が必要とされた。
　重慶には、ほぼ時間通りの到着。香港の快晴とは打って変わり、こちらは曇天の空模様。多くの団
員にとって中国は初めてであり、緊張した面持ちで入国審査へと進んだ。無事全員が通過し、到着ロ

10月30日金
香港特別行政区 ⇒ 重慶市、歓迎会2日目
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ビーで重慶市外事弁公室の林さん、通訳の王さん、現地ガイドの魏さんと合流することができた。
　今回の重慶市訪問は週末にかかってしまったため、公式行事を組むことができなかったが、重慶市
外事弁公室の取り計らいで、歓迎会の席が設けられた。バスに乗車し、会場である重慶市内のレスト
ランに向かった。中国の道路は、日本の道路や香港の道路とも大分雰囲気が違う。車は右側通行であ
り、また広大な国土を反映してか、車線が多いといった外観的な違い以上に、車の運転が全く違う。
積極的に割り込んでくるアグレッシブさと、大型車同士が、車間距離など不要とばかりにギリギリを
攻めて交差する卓越したドライビングテクニック。一見無秩序でいて、自然に秩序ができていく。し
かし市の中心部に近づくに従い、車線以上の車列が縦横無尽に形成され、大渋滞となった。結果、会
場への到着は予定より1時間遅れることとなった。
　歓迎会の会場では、唐文副主任をはじめ、重慶市外事弁公室の方々に迎えていただいた。2つの大
きな円卓に全員分の名札が用意されており、外事弁公室の皆さんも交えて、各テーブルで交流しなが
ら食事を楽しむことができた。料理は四川料理の流れを汲む本格的な重慶料理。四川料理というと激
辛というイメージがあるが、重慶料理も本来は激辛なものが多いという。確かに、運ばれてきた何品
かの料理は、その刺激的な辛さに驚かされた。しかし、その他の多くの料理はあまり辛くはなく、日
本人にも大変食べやすいものであった。この日のために、林さんはこのレストランに何度も足を運ん
で実食し、日本の王事務局長とも電話で打合せを重ねて準備をしたとのことである。そのおもてなし
の精神には頭が下がる思いである。そして食べ尽くせぬほどの山海の珍味は、大いに目と胃袋を満足
させてくれた。最後に両市の記念品の交換を行い、華やかな歓迎会の席は終了となった。
　ホテルは中心繁華街に程近い場所にあった。バスルームに鍵がかからないなど、勝手が違う部分も
あったが、広々として清潔感のある部屋だった。
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　ホテルの朝食はやはりバイキング形式で、（国際色はやや薄まったものの）香港以上に多彩なメ
ニューが用意されており、麺類を注文することもできた。
　この日は、朝から重慶市内の施設を視察。まずは、重慶市都市計画未来館（重慶市規劃展覧館）へ
向かった。嘉陵江と長江の合流地点の河を見下ろす位置にあり、河岸に停泊する客船を数多く目にす
ることができた。都市計画未来館では、映像や展示を通じて、発展著しい重慶の都市計画について学
ぶことができる。最新技術が意欲的に導入されており、ただ映像を見るだけでなく、手を動かすなど
の動作をすることによって映像に働きかけ、花を咲かせたり蝶を飛ばしたりする等の変化をさせるこ
とができるなど、見る者を楽しませる工夫がされていた。また、広大な部屋一面を覆いつくす重慶市
全体の都市模型など、スケールの大きい展示物にも度肝を抜かれた。
　次に、三峡博物館を訪れた。重慶市人民政府の建物に対面する丘の上に建つ現代的かつ巨大な建物
で、重慶の歴史や文化、民族、自然に関する様々な展示がされており、1日かけても全てを見学する
ことは難しいかもしれない。昔の重慶の街並みを再現した実物大の展示や建築模型、貴重な文化財の
実物展示、旧石器人骨や土器、青銅器の展示など、人類史の黎明期から始まる雄大な重慶の歴史の一
端を垣間見ることができた。
　博物館近くのレストランで昼食後、四川外国語大学に向かった。途中、重慶の伝統的な街並みを再
現した観光地、「磁器口」を見学することができた。週末ということもあってか多くの人でごったがえ
し、迷わずについて行くのも一苦労だった。土産物店や軽食の屋台、衣料・雑貨店などが立ち並び、
中には街頭パフォーマンスをしている店もあった。
　四川外国語大学は、磁器口がある嘉陵江の河沿いから山を登って行ったところにあった。バスを降
り、グラウンド正面に建つ校舎の壁面に掲げられた電光掲示板には、日中2ヶ国語で「日本水戸市訪

  6:30～	 朝食
  9:00	 集合･出発
  9:15	 重慶市都市計画未来館見学
10:20	 重慶市都市計画未来館出発
10:45	 三峡博物館見学
12:00	 三峡博物館出発
12:10	 昼食【博物館近くの「広賓縁中餐庁」にて】
13:00	 昼食終了
13:40	 「磁器口」見学
14:10	 「磁器口」出発
14:25	 四川外国語大学到着
16:40	 四川外国語大学出発
17:15	 夕食【「渝匯洒店」にて重慶火鍋】
18:15	 ホテルへ
18:40	 ホテル到着（グレンビュー ITCプラザ）

10月31日土
重慶市：市内視察3日目
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問団の皆さま、ようこそいらっしゃいました！」という歓迎の言葉が表示されていた。教室に案内さ
れると、週末にもかかわらず、多くの日本語学部の学生が出迎えてくれた。名札付きの席が用意され
ており、団員と学生が隣り合わせに着席する形となった。江戸時代の漢文学や俳諧の研究者である陳
先生の挨拶、水戸市を代表して福島団長の挨拶があった後、団員と学生が1対1で会話を楽しんだ。2
年生や3年生が多いということだったが、学生の皆さんの日本語の上手さには目を見張るものがあっ
た。日本の話題、サブカルチャー、大学の生活、将来の夢など、それぞれが思い思いの会話を楽しん
だ。その後学生たちの案内により、大学図書館や大学史資料館（校史館）を見学したが、その間にも
交流は続き、去り際まで会話をしたり記念写真を撮ったりして別れを惜しんだ。
　夕食は市内レストランで、名物の「重慶火鍋」を楽しんだ。肉、野菜、魚などの様々な具材を鍋に
入れて煮て食べる、しゃぶしゃぶに似た食べ方をする鍋だが、本来は大変辛いものであり、鍋に入っ
ている2種類の汁のうちの片方は、明らかに危険な赤い色をしていた。しかし実際に食べてみるとそ
れほど辛くはなく、日本人にも食べやすいものであった。後で聞いた話では、やはり林さんのご尽力
により「あまり辛くない店」を選んだとのことであった。
　多くのもてなしを受け、多くの経験をした日であった。
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　この日は、重慶中心部から遠く離れた大足区にある世界遺産、「大足石刻」を見学し、重慶を後に
することとなっていた。いつもより早くホテルを出発し、開通して間もない高速道路を走ること約1
時間半、霧に覆われた大足に到着した。
　大足石刻は、唐代末期から宋代（9世紀～12世紀）にかけて造られた石窟寺院であり、大小さまざ
まな無数の摩崖仏が岩盤に彫刻されていることで有名である。まずは博物館を見学し、石仏や仏頭な
どの石彫を中心とした所蔵品を見学した後、実際に石刻を見学した。山を登っていくと、岩肌に現れ
たそれらの石彫は圧倒的な存在感を持って迫ってきた。やや色あせてはいたが、極彩色の鮮やかな世
界がそこにはあり、大小の無数の人物や仏が、様々なストーリーを展開していた。巨大な中心仏を多
くの仏が取り巻く曼荼羅や、地獄の責め苦の表現、そしてその中でもひときわ巨大な、1つの壁面を
占める釈迦の涅槃像。仏教のみならず、中には道教の彫刻も含まれるという。長い時間をかけて刻ま
れ、現代にまで伝えられた古代仏教芸術の傑作を目にすることができた。
　昼食は、大足区内のレストランにて、大足区副区長の孫宇さん、大足区弁公室の陳さんをはじめと
する大足区の皆さんのおもてなしを受けた。今回、大足石刻の見学が実現したのも、孫さんのご尽力
のおかげであった。食べ尽くせぬほどのご馳走をいただいたばかりでなく、お土産に大足石刻の図録
と、名物の冬野菜の漬物を全員分いただいた。言い尽くせぬ感謝の気持ちを胸に大足を後にし、空港
へと向かった。
　香港到着後、夕食は空港近くのレストランにて、広東料理を食べた。飛行機で機内食も提供された
ため、それを食べた場合には重い夕食となってしまった。夕食後、ホテルへ。部屋は違うが、初日と
同じホテルであった。

  6:30～	 朝食
  7:35	 ホテル出発
  9:25	 大足到着
  9:45	 博物館見学
10:45	 大足石刻見学
12:05	 昼食【大足「五星華府大酒楼」にて】
13:30	 空港へ
16:10	 空港到着、チェックイン
17:00	 KA841便で香港へ
19:00	 香港到着、入国手続き
20:00	 �夕食【Hotel Regal Airport内「Rouge」にて

広東料理】
21:40	 ホテル到着（ハーバープラザ メトロポリス）

11月1日日
重慶市：大足視察 ⇒ 香港特別行政区4日目
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　この日もフェリーに乗る都合上、やや早めの出発となった。香港からマカオへ。香港はイギリスか
ら、マカオはポルトガルから中国に返還され、一国二制度の枠組みの中でそれぞれが別の特別行政区
となっている。お互い目と鼻の先にありながら、出入国手続きを必要とした。ただ、現地住人の手
続きは簡略化されており、外国人とは別の窓口が用意されているようだった。マカオの通貨は「パタ
カ」だが、香港ドルも通用するため、両替は必要ない。ただし、香港ではパタカは使えないため、釣
銭は必ず香港ドルでもらうようにという注意を受けた。
　マカオは中国とポルトガルの伝統が融合した独特の文化を持つ。街中の標識も、中国語とポルトガ
ル語の2ヶ国語標識のものを多く見かけた。大航海時代以降、明朝、清朝支配の下でポルトガル人の
貿易拠点となっており、ポルトガル人によって建造された古い建築物や街並みが多く残されている。
これらは「マカオ歴史地区」として世界遺産登録されている。午前中はこれらの中から、聖ポール天
主堂跡、聖ドミニコ教会、セナド広場などを見学した。ヨーロッパ的な古い街並みの中、中国独特の
食材を売る店もあり、エキゾチックな雰囲気に満ち溢れていた。昼食はポルトガルの船乗りによって
マカオに伝えられ、定着したという「ポルトガル料理」を堪能した。
　午後は、数日前にオープンしたばかりの娯楽複合施設、「STUDIO CITY」を見学した。マカオはカ
ジノで有名であり、政府の財源の実に9割近くがカジノからの税収でまかなわれている。ある意味、
大変いびつな経済であり、そのあり様には賛否があるだろう。日本でも新たな財源候補として、しば
しば議論の俎上に載るが、その実態はどのようなものだろうか。カジノの多くは、娯楽複合施設とい
う形をとっている。カジノのみならず、宿泊施設、ブランドショップを中心としたショッピングモー
ル、その他アミューズメント施設などで構成され、大人から子供まで楽しめる造りになっている。勿
論、カジノには年齢制限があるが、カジノのみの利用も可能で、少額からでも賭けることができる。

  6:30～	 朝食
  7:55	 バス集合、出発
  9:00	 フェリーでマカオへ
11:00	 マカオ到着、入国手続き後バスへ
11:15	 �歴史地区見学～聖ポール天主堂跡、聖ドミ

ニコ教会、セナド広場～
12:20	 昼食【「RESTAURANTE LITORAL」にて
	 ポルトガル料理】
13:45	 娯楽複合施設「STUDIO CITY」見学
15:00	 マカオ外港へ
16:00	 フェリーで香港へ
17:30	 香港到着
18:00	 夕食【「潮香春」にて潮州料理】
19:30	 ホテル到着（ハーバープラザ メトロポリス）

11月2日月
マカオ特別行政区：市内視察5日目
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あらゆる層が利用することが可能であり、家族連れを呼び込むこともできる。様々な施設利用で経営
者は収入を得て、政府も税収を期待できるという合理的な仕組みになっている。一方、富裕層の利用
はともかく、貧困層でもカジノを利用することは可能で、社会問題となり得る要素を多分に孕んでい
る。短い時間でわずかに見学できた限りでも（予約で埋まっているためアトラクション等は話に聞く
限り）、建物の壁に仕込まれた観覧車やホログラムを利用した館内演出、ハリウッドキャラクターの
ショーが行われるなど、大変華々しい施設であったが、光が当たるところがあれば闇の部分も…とい
う可能性は大いに考えさせられる。
　香港に戻り、夕食は市内レストランにて潮州料理を楽しんだ。潮州料理は広東省の潮州地方の料理
で、香港でも一般的である。味はこれまでの重慶料理や広東料理に比べてややあっさり目で、疲れた
胃にはやさしい印象だった。また、海藻で大極の模様を描いた中華粥など、見た目でも楽しむことが
できた。
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　香港はイギリスの植民地としての歴史があり、中国に返還された後も一国二制度の下、独立した経
済圏を形成している。面積は水戸市の5倍、もしくは東京都の半分ほどであり、世界でもトップクラ
スの人口密度を誇る。資源も少ないこの地域が、世界有数の経済の中心地として、また観光地として
成功を収めている。その秘密の一端に迫るべく、この日の香港市内視察に出発した。
　まずは香港島へと向かう。道中、遠景に多くの高層マンションが見える。ガイドのキムさんの話
も、香港の住宅事情へと及ぶ。香港ではマンションが投資対象となっており、現在では中国本土の投
資家が多く参入していることもあり、かなり高騰しているとのこと。築30年でも、日本では考えら
れないほどの高値となる。2003年にSARS（新型肺炎）が流行した際、観光客の激減や取引の中止に
より香港経済が大打撃を受けたという経験談もあり、資源の少ない地域における経済状況を伺わせる
興味深い話であった。
　最初の訪問地、レパルスベイは、有名なリゾート地。白い優美な砂浜の海水浴場が広がっており、
夏場には大いににぎわうことだろう。すぐ横には天后廟という寺院がある。やはり極彩色の門や建物
であり、色とりどりの神像に取り巻かれていた。ご利益を求めて巨大な魚の像の口に小銭を投げ入れ
る観光客の姿も見受けられた。
　次の訪問地、スタンレーには、観光客に人気の市場がある。日用品から土産物まで、手ごろな価格
で入手することができる。また、名物として「花文字」があり、名前などを色鮮やかな絵文字で書い
てもらうことができる店もある。市場では、欧米人の観光客の姿を多く目にした。
　昼食はビクトリアピーク付近のイタリアンレストランで、洋食を食べた。香港にも様々な国の料理
を出すレストランがあり、香港の一般市民はそれを楽しんでいる。日本とあまり変わらない香港の日
常を感じることができる瞬間であった。
　昼食後はビクトリアピークを見学。香港島の最高峰であり、そこからの眺望は素晴らしく、夜景の
名所にもなっている。昼間ではあったが、海を取り巻く無数の高層ビルを見下ろす眺めは最高であっ
た。香港は山がちな地形で、そのことが土地不足や人口密度にも少なからず影響しているが、このよ
うな名所を生み出すことにも繋がっていた。

  6:30～	 朝食
  9:40	 レパルスベイ見学
10:30	 スタンレーマーケット見学
12:00	 昼食【「CAFE DECO」にて洋食】
13:30	 ビクトリアピーク見学
14:45	 女人街見学
16:30	 ペニンシュラホテルにて自由時間
18:00	 夕食【「北京楼」にて北京料理】
19:45	 ホテル到着（ハーバープラザ メトロポリス）

11月3日火
香港特別行政区：市内視察6日目
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　九龍半島に戻り、様々な日用雑貨を扱う露店が軒を連ねる「女人街」を見学した。元々は、主に女
性向けの日用雑貨を扱う店が集まって市場を形成したものだが、現在では人気の観光スポットとなっ
ている。通りの両側を埋め尽くし、何ブロックかに渡って延々と続く露店の景観は壮観で、日本では
目にすることのできない光景だった。このような生活に根ざした場が観光資源となっていくというこ
とは、日本そして水戸市の観光を考える上で、実に示唆に富んでいる。
　最後に、香港で最も古く格式があるとされる「ペニンシュラ・ホテル」を中心に、自由時間となっ
た。趣のあるロビーで解散し、それぞれ思い思いのひと時を楽しんだ。
　再び集合後、そこから程近いレストランにて夕食となった。今回の行程では、実に様々な地域の料
理を口にすることができたが、その最後に控えていたのは北京料理であった。運ばれてきた実物の北
京ダックは実に壮観であり、店員の方がそこから肉を切り分ける様子も見ることができた。窓の外に
は、香港滞在最後の夜を彩る「100万ドルの夜景」を眺めることができた。



－ 17 －

　視察日程を無事終了し、いよいよ帰国の日である。空は快晴。思えば出発日は曇天に始まり、重慶
でも曇りがちであったが、不思議と雨にたたられることもなく、特に香港・マカオでは天候に恵ま
れ、全行程を快適に過ごすことができた。バスに載せる荷物はだいぶ増えていたが、土産物以上に多
くの経験を持ち帰ることができるだろう。空港に到着、全員無事に出国手続きを済ませ、搭乗、そし
て離陸。昼食は機内食で済ませると、時差1時間分ほど時計を進め、ほぼ予定通りに成田に到着。入
国手続きを済ませると、バスで一路水戸を目指した。夕日が沈み、街の明かりが点灯しはじめる頃、
水戸市役所に到着。高橋市長をはじめ多くの関係者の皆様にお出迎えいただいた。
　今回の親善訪問は、とりわけ重慶での滞在は、多くの人の温かさに触れ、短い時間ながらも実に濃
密な交流を行うことができ、また日中関係が必ずしも最良の状態とは言えない中、中国という国に対
する見方を良い方向に改めるきっかけとなったのではないかと思う。重慶の皆さんにも、水戸市ある
いは日本という国に対してよい印象を持っていただいたはずである。こうした人的交流の積み重ね
が、必ずや両国・両市の関係の更なる発展に繋がって行くだろう。

  6:30～	 朝食
  7:25	 ロビー集合、出発
  8:10	 香港国際空港 到着
10:40	 離陸（CX520便）
	 ※フライト時間：約3時間30分
------------------------＜時差： ＋1時間＞
15:10	 成田国際空港 到着
16:10	 成田国際空港 出発
17:30	 水戸市役所 到着

11月4日水
帰国：香港特別行政区 ⇒ 水戸市7日目
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四川外国語大学日本語学科の学生との交流会
日　時／平成27年（2015）10月31日（土）　午後2時45分～ 4時40分
会　場／四川外国語大学
出席者／訪問団員21名、陳可冉教授、日本語学科学生20名

陳先生挨拶
　みなさん、こんにちは。私は陳可冉（ち
んかぜん）と申しまして、四川外国語大
学日本語学部で、現在、副学長を務めてお
ります。ようこそ四川外大にいらっしゃ
いました。ご覧のように、結構うちの大
学は辺鄙なところに、山の奥にあります
が、全国的に見てもいち早く日本語学部
を設置した方で、今年で創立40周年にな
ります。40周年という節目の年にこうい
う形でみなさんをお迎えすることができ
まして、大変嬉しく、光栄に存じます。
みなさんは水戸からいらっしゃったのですね。私の専攻は江戸時代の漢文学と俳諧なので、あまり
詳しいことは存じ上げておりませんけれども、水戸といいますとどうしても思い出すのは、水戸光
圀公です。私事で恐縮ですが、私が留学中に通っておりましたのは国文学研究資料館といいまして、
東京の立川市の方にありますが、友達は都心の割といい場所の日中友好会館というところに住んで
いまして、遊びに行きましたら、そこは昔の水戸藩の、まさに光圀公の江戸屋敷の敷地で、小石川
後楽園という有名な庭がありました。覘いてみたところ、西湖や廬山のような中国の有名な場所に
倣って庭を作っておられまして、大変感心をいたしました。文献を読みますと、光圀公は江戸の大
名や漢詩人を招いて、その庭で漢詩や漢文を楽しんでいたという記録が残っています。つまり、水
戸藩の大名は昔から中国の文化を愛し、深く理解をした方で、水戸という街に対しても、われわれ
中国人も親しみの気持ちが湧いてきます。今の中日両国の関係は必ずしも一番良い時期にあるとは
言えません。でもこのような形で、例えばみなさんのように、その足で中国の土を踏んで、その目
で中国や重慶の街の様子を見るということは、大変有意義なことではないかと思っております。ち
なみにうちの日本語教育は、40年の歴史もあって広く認められ、今年日本政府から外務大臣表彰と
いう賞もいただきまして、その意味でも、みなさんとの交流を通じ、更に友好交流のために、少し
でも尽力できればと思っております。長くなりましたけれども、以上私のご挨拶とさせていただき
ます。どうもありがとうございました。
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福島団長挨拶
　みなさん、こんにちは。ただいまご紹
介賜りました。私は水戸の市会議員をし
ており、今回の訪問団の団長です。ご存
知のように、水戸市と重慶市とは友好交
流都市ということで、私も7回の親善訪
問のうち、6回ほど来ております。今、
先生がおっしゃられたように、水戸は朱
舜水という、昔300年位前に中国人を招
き、水戸の歴史の1ページを飾っており
ます。重慶市との親善の謂れは、中日友
好協会の副会長でございました孫平化閣
下の仲立ちで、親善都市になりました。水戸市には、ここに上海出身の中国人の王さんがおります
が、水戸市の国際交流協会の事務局長です。ですから、みなさんがもしも水戸へおいでになったと
きは、水戸の国際交流協会には王さんがおりますので、このご縁を大切にしていただければ、何か
のときにみなさまのお役に立てるのではないかと思っております。私ども水戸市は、アメリカのア
ナハイム市とも姉妹都市提携をして40年、来年が40周年です。水戸市にはそういう国際交流のた
めの協会がありますし、会館もございます。ですから、日中両国が、特に重慶市と水戸市が、親善
都市というお互いに親戚づきあいをさせていただいておりますので、本日の訪問に対し、みなさま
が心からご歓迎をいただいたことに対し、私ども水戸市民は、みなさまとより深い絆をもちたいと
思っております。今日からみなさんとも親戚づきあいでございますので、このご縁を大切にして、
重慶市、特に四川外語大学のみなさまに、休日にわざわざお出迎えいただいたことに対し、心から
感謝と敬意を表します。どうぞこのご縁を大切に、今後ともよろしくお願いをしたいと思います。
以上でご挨拶とさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いをいたします。



重慶市都市計画未来館にて

団員報告
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第7回友好交流都市重慶市親善訪問団に参加して

三宅　正人

　平成３年に上海、蘇州を訪れた私にとって24年ぶり

の中国訪問、この間の中国経済の飛躍的な発展はテレビ

等で見聞きしていましたが、訪問する都市は異なるもの

の、実際に自分の目で見て実感したいとの思いで、重慶

空港に降り立ちました。

　中心部にあるホテルに向かうバスの車窓から見た高

層ビルが林立する重慶市の姿は、想像をはるかに超えた

もので、24年という時間の経過の中で、ここまで都市は

変わることができるものかと、驚き以外の何ものでもありませんでした。

　また、歓迎レセプションで、重慶市外事弁公室の唐文副主任から、重慶市の社会経済や都市政策

について説明を受けましたが、その中で、私たちを乗せたバスも巻込まれた渋滞にも触れられ、そ

の解決に向け、環境問題への対策という意味も含め、地下鉄とモノレールの整備に力を入れており、

なんと１年で50㎞のペースで進めていると驚愕の数字をあげられました。重慶市内では現在も多く

の大型のクレーンや重機が動いており、建設ラッシュはまだ続いている状況でした。

　24年ぶりの中国訪問で、もう一つ感じたことがあります。それは、街を歩く中国人の方一人ひと

りの表情が明るくなったことです。また、服装にはそれぞれの個性が表れるようになり、改革・開

放政策は、経済的な面に留まらず、人々の内面的な部分にも大きな影響をもたらしているとの印象

を持ったしだいです。

　四川外国語大学訪問では、有意義なそして思い出に残る一時を過ごしました。迎えてくれたのは、

大学で日本語を学ぶ学生の皆さん、１対１での

対話の時間が設けられ、私の相手は、大学４年

生の女子学生でした。よく勉強されていて、日

本語での日常会話はスムーズなもので、学生生

活や将来の希望、お互いの家族のことなどを話

題に、リラックスした雰囲気の中で会話が弾み

ました。

　来年は、東京にある某私立大学への留学を志

望されているとのこと、私からは「日本に留学さ

れた際は、ぜひ水戸市に来てください。水戸をご案内します。また、おいしいものも紹介しますよ」

と親しみをもって自然と口にすることができました。いろいろな場所を視察するだけでなく、その

国の方との人的交流が、相互理解に繋がることを改めて実感した大学訪問となりました。

　帰国し今回の重慶訪問を振り返った際、しばらく前によく言われた「物の豊かさから心の豊かさ」
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というフレーズが脳裡に浮かびました。中国においても、今後心の豊かさを求める市民の意識が芽

生えてくるであろうと考えます。都会の若者など一部の方には、すでに芽生えているのかもしれま

せん。このような視点も持ちながら、中国及び重慶市、またそこで暮らす人々への親しみと関心を

持ち続けていきたいと思います。

　最後に、福島団長をはじめ団員の皆様のおかげをもちまして、楽しくまた意義ある視察となりま

したことに感謝とお礼を申し上げます。
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平成27年度第7回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国文化・行政視察団派遣に参加して

秋山　恒典

　中国の訪問は昭和58年に行っており今回が２度目です。まだ

行ったことのない重慶市でもあり、改革開放後、GDP世界第２

位と大きく成長した中国を見てみたいと思い参加することにい

たしました。

　（水戸市と重慶市の交流は、昭和60年日中友好協会孫平化先

生が水戸市を訪問されたことを契機とし、翌年、佐川市長・河

津議員含む６名が重慶市に派遣して以来、人的相互訪問を重ね

相互信頼関係を築いてこられたとのこと。

　私事ですが佐川先生が大学の教授時代に、地方自治について

の講演をお願いしたことがありました。

　快くお引き受けいただき、講演内容も分かりやすく説明して

いただいたことを昨日の様に覚えています。地方分権を進め地域における住民の持つ需要にこたえ

て効率的な政策を立案実施するために地方分権が必要とされているとの考えは時代の先を見据えて

いたと思います。佐川先生とのご縁が今回の中国交流に結び付いたのかもしれません。）

友好交流都市重慶市との交流
　重慶市外事弁公室代表から四川料理のおもてなしを受けながら重慶市の現状の説明を受けまし

た。

　重慶は政府直轄地であり、他に（北京・天津・上海）があります。日本・カナダ・イタリア・オラ

ンダ等10ケ国の総領事館が置かれ、５都市と姉妹都市関係を築いています。

　GDPの伸び率は２桁であり３年連続全国１位とな

りました。（950億ドル）

　全国生産１位の製品は、ノートPC、世界の1/3を

生産しています（東芝）、自動車300万台生産（フォー

ド・ヒュンダイ・スズキ・イスズ等12社）、バイク

（ヤマハ・ホンダ）。

　国内向けの製品は合弁会社として生産していま

す。

　列車でPC等を輸出し食料品を輸入しています。また重慶は交通の要所にもなっています。

　所得も増え個人で自動車が持てるようになり行動範囲が広くなりました。山間地のためか海に憧

れがあり海南島に別荘を持つ人も現れています。

　４時間で重慶市のどこにでも行けるようインフラ整備を進めています（道路・橋・トンネル）この
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ため１兆元の投資を予定しています。

　鄧小平が中国を変え豊かにしました。（重慶の桟橋から船に乗りフランス留学へ行かれるという先

見性のある指導者です）

　自然が美しい三峡下りや三国志の歴史遺産があります。

　農業だけでは収入が少なく、少数民族がいるので難しいが貧富の差を2017年までに少なくする

よう努力しています。

　内陸の都市ですが交通の要所に位置し、多くの工業生産を行い中国の経済を支えていることが分

かりました。今でも高層住宅が立ち並んでいますが工事中のインフラが完成すればどの様な近代都

市に変わるのか楽しみです。

四川外国語大学との交流
　11カ国語の学部がありFTIが全国１位と教育水準

が高いこともあり、優秀な教授が多く在学されてお

り、卒業生も全員就職することができるとのこと。校

舎と寮は学ぶことを重視した生活が行えるように広

い敷地に配備されています。日本語学科の学生の楊

玉雪さんと交流しましたが親しみをもって接して頂

きました。新しく大学に入る学生さんは今必死に勉

強しているでしょうとのこと、本人の体験から言わ

れていると感じました。授業を受けた後でも深夜・土・日曜も勉強することがあるそうです。

　和やかに学生生活や将来の夢について話を聞いたり、水戸と茨城の様子を伝えたり私の仕事のIT

関係について説明することができ、良い思い出になりました。

　また、今回の交流では、最新技術を駆使した重慶都市計画未来館、重慶の歴史を紹介した三峡博

物館、1999年にユネスコの世界遺産に登録された唐～宋時代の仏像の石窟群がある大足石窟、道

教の黄大仙、聖ポール天主堂跡、聖ドミニコ協会など中国の歴史、文化に触れ多くのことを学ぶ機

会を得ました。

　第７回友好交流都市親善訪問に当たりご尽力いただきました両市関係者の皆様に心から感謝申し

上げます。最後に御一緒させていただきました視察団の皆様のご健勝を祈念いたしまして報告とさ

せていただきます。
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平成27年度第7回重慶市親善訪問に参加して

石井　慎一

　この度、第７回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団の一員として、人生初の

中国へ訪問させて頂き、めまぐるしく発展をとげる中華人民共和国直轄市である重慶の現状を肌で

感じることができ貴重な体験をさせて頂きました。

　長江と嘉陵江との合流地点にある重慶市都市計画未来館を見学し、パネルに手を振って話しかけ

るという画期的なスクリーンに驚き、その近隣に数年後大規模なビルが建設中ということもありス

ケールの大きさが中国経済の勢いを表す象徴のようであり圧倒されました。

　また、10月31日の午後からは、四川外国語大学日本語学部の学生の方々との交歓会が開催され、

熱烈な歓迎を受け、様々な語らいやキャンパス内の散策をする中で、私のパートナーだった学生は、

早稲田大学へ１年間留学経験のある方でした。高校時代から日本への関心があり、流ちょうな日本

語で、将来は日本語教室をインターネット

で配信する会社を起業したいとの将来の夢

を身ぶり手ぶり丁寧に語られていたのが印

象的でした。

　全体的に中国の学生と日本の学生とを比

較して多少語弊があるかもしれませんが、

中国の学生は生き生きして将来の夢に向

かって突き進んでいる様子がうかがえ、楽

しみですが、日本の学生は、やや没個性の感

じがしてなりませんでした。

　両国を取り巻く政治的環境は現在決して良好的とはいえませんが、隣国であり将来に向け日中両

国の平和友好・相互扶助の関係構築のためには、互いの交流による理解を深め積み重ねることが肝

要であることを改めて感じました。

　最後になりましたが、今回の視察訪問につい

て、ご尽力いただきました関係者の皆様に感謝

申し上げるとともに、今後とも水戸市と重慶市

のより一層の友好交流が図られますことをご

祈念申し上げます。
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重慶市親善訪問団に参加して

市橋　一彦

　この度は第7回友好交流都市重慶市

親善訪問団の一員として重慶市を訪問

させていただきました。そして大変貴

重な経験をさせていただいたことに御

礼申し上げます。

　重慶市には三日間の滞在ではありま

したが、出発前は、正直なところ水戸

の友好交流都市になっている以外は何

も知らず、いったいどんな所であるか、

見当も付かず到着してみると、何とそ

こは超高層ビルが連立する人口3000

万人の大都市。そして市内のいたる所に大型クレーンが立ち並び、急ピッチで建設が進められてい

ます。真に現在の中国の経済発展の目覚ましさを象徴する都市でした。

　初日のレセプションを無事終了し、2日目は市内視察。最近の技術を使用して建設された重慶市

都市計画未来館。三峡博物館では中国や重慶市の成り立ちや歴史を学ぶことができ、日本の文化も

ここ中国から伝わっていったことがよく理解できる展示物も多くあり参考になりました。

　午後は四川外国語大学の日本語学科

の学生との交流会です。私は王さんと

いう大学3年生の女性とペアとなり交

流しましたが、率直な感想、実によく勉

強していると思いました。日本語会話

には多少不慣れな部分はあるものの、

大学の歴史や、自分が今勉強している

こと、学生生活、将来の夢についての

話を聞いたり、今の日本や水戸市の様

子を伝えたりすることができ、大変貴

重なよい思い出となりました。

　3日目は世界遺産である大足石刻を視察。中国の歴史、文化を伝える繊細な技術で造られた石刻

や石壁はスケールも大きく、とても素晴らしいものでした。

　今回のような市民レベルでの交流を続けることは、良好な両国関係の構築にも繋がる大切なこと

ではないかと思われます。又、その様なことに自分が団員として加われたことに大変うれしく思い

ます。
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　最後になりましたが、今回の友好交流都市親善訪問にあたり、ご尽力いただきました両市の関係

者の皆様に心から御礼を申し上げますとともに、参加されました各団員の皆様の御健勝と御多幸を

お祈りいたしまして報告とさせていただきます。
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　この度、重慶市視察団の一員として初めて中

国に訪問させていただきました。正直、最近の

マスコミによる中国の報道により、中国という

国にどちらかと言うと良いイメージを持って

いなかったので期待と不安での訪問でした。

　夕方、重慶空港に到着し、空港からレセプ

ションパーティー会場まで重慶市内をバスで

移動しましたが、その日は週末で雨も降ってお

り、道路は大渋滞でした。そこでは、我先にと

盛んに車線変更を繰り返し、クラクションがあちこちで鳴り響いていました。マナーの悪さも問題

ですが、現在の道路状況に対して車が多すぎるようで、電車等の公共交通機関の更なる整備の必要

性を感じました。

　重慶市外事弁公室主催のパーティでは本場の四川料理をいただき、美味しさと辛さに二度驚かさ

れました。お土産交換等、両市の親交をより深める場に立ち会え、大変有意義な時間を過ごすこと

ができました。

　翌日は重慶市都市計画未来館、三峡博物館を視

察見学させていただきました。そこでは、重慶市

の文化や歴史等を感じ、急速に発展している重慶

市の現状を見ることができました。午後からは四

川外国語大学日本語学部の学生との交流をさせて

いただきました。学生は日本に大変興味を持って

おり、日本語も上手で、大変勉強されていること

に驚かされました。時間が経つのも忘れて話に夢

中になってしまいました。

　翌日は世界文化遺産の大足石刻を見学しました。重慶市大足県は中心街とは異なり静かな場所に

ありました。最近改装されたばかりの金箔を張った千手観音菩薩は見事なもので、その迫力に圧倒

されました。

　3日間という短い期間でしたが、重慶市を訪問して、華やかに装飾された高層ビル群を見て中国

の活気を感じ、また歓迎してくださった重慶市の方々と触れ合うことで、それまで持っていた中国

に対するイメージが変わりました。是非、もう一度中国の長い歴史を理解したうえで訪問してみた

いと思いました。

　最後に、今回ご一緒させていただきました視察団の皆さまに、良い思い出をくださったことを心

から感謝致します。

第7回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国文化・行政視察団に参加して

梅澤　博之



－ 29 －

友好交流都市重慶、香港・マカオを訪問して

大倉　喜則

　10月29日から11月4日の7日間、私は

初めて中国を訪問しました。海外の旅は新

婚旅行以来で、少々の不安を抱えながら空

路中国へ。中国に関しての知識は三国志程

度で、正直あまり持ち合わせておらず、自

分の肌や直感で、ダイレクトに中国の歴史

や文化を感じようと考えておりました。ま

た、いまや世界の経済市場を大きく動かす

中国の現状に、少しでも触れることができ

る今回の訪問は、自分の人生においてとて

も貴重な経験となり、そして大切な思い出になるだろうと予感していました。

　初日。香港の空港は以前より大きくなり、移動が大変でした。空港からバスでホテルに移動。車

窓から眺める夜景は綺麗でしたが、そのところどころで大型クレーンが並び、これからまだまだ発

展する中国の力強さを感じました。

　二日目。香港から重慶へ。蒸し暑い香港の黄大仙を訪れ、参拝。その後空港へ移動中、赤や黄色

の看板などが目に飛び込んできて、これぞ

中国と言う印象を受けました。

　重慶市に到着後、重慶市外事弁公室主催

のレセプションパーティーが開催されま

したが、会場までの道路が想像以上の渋

滞。バスから車列を眺めている間、この大

陸の内地に、こんなに多くの人々が居住し

大きな文化圏を形成していることは、日本

という島国に住んでいる自分にとって、非

常に感慨深いものでした。

　当たり前のことですが、大昔、この地に生を受け、人々が集まり、生活をし、一つの文化を作り

上げた。場所が違えば、その言葉や文化も異なり、それが、未来へ繋がっていく。これまでは観光

旅行気分でしたが、今回の訪問で初めて、中国のスケールの大きさや歴史を真面目に考えた時間で

した。またこの重慶は、今後中国で、さらに大きく発展させるべく重要な都市で、更なる建設ラッ

シュが続くとのことで、改めて中国の勢いを感じました。
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　三日目。前日に感じた思いを胸に、重慶市都市計画未来館と重慶三峡博物館を視察見学。その後、

四川外国語大学にて日本語学部学生との交流会。それぞれペアになり日本語で交流するものでした。

学生はみな日本に興味があり、しっかりとした意識や目標を持って、勉学に励んでおり、また、２

～３年の勉強でここまで日本語を話せるようになるそのパワーは、中国の将来をより明るくする原

動力であるとも感じました。さらに学生と会話しているうちに、私の中国への親しみがますます大

きくなっていきました。

　四日目。ユネスコの世界文化遺産に登録されている大足石刻を見学。非常に芸術性が高く、表情

も豊かで、色鮮やかな像が浮き彫りにされておりました。また、千手観音像もすばらしく神秘的な

ものでした。

　大足石刻への道中は、重慶郊外の町並みを見ることができましたが、都市部とは異なり、昭和だ

なぁと感じる農村で、なまずの養殖池が点在しているのが印象的でした。

　五日目。香港からマカオへ移動。ポルトガル領の名残を感じる町並みを探索しながらカジノへ。

マカオの収入、いわゆる歳入がカジノ関連であることや、今後さらに数多くのホテルが建設計画で

あることなど、重慶とは全く違う中国を感じました。

　六日目。終日香港。香港島地区の観光。多くの観光客で賑わう女人街、ペニンシュラホテルなど

フリーで散策。

　今回の訪問で、私の中国への印象は大きく変わりました。機会があれば、もっと中国の知識を深

めた上でもう一度訪問し、違った角度で感じ、交流をしたいと思います。拙い報告ではありますが、

この視察団に関わった全ての関係者の皆様に心よりを感謝を申し上げます。ありがとうございまし

た。
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友好交流都市重慶市親善訪問団に参加して

小野瀬　貴之

　私は水戸市に生まれ育ちながら、友好交

流都市である重慶市と交流があること、そ

して重慶市のことをほとんど知らずにお

りました。

　話を伺えば、昭和60年に、中日友好協会

の水戸市への訪問がきっかけとなり、その

歴史は30年にも及ぶというものでした。

　10月30日（金）夕刻　小雨まじりの、や

や肌寒い重慶空港に降り立った私は、初め

て見る中国の風景に圧倒されていました。

　車の列が長く長く連なり、至るところで渋滞が発生し、街を歩く人の数の多さ、そして近代的な

超高層ビルが林立する風景は、銀座や新宿の比ではなく、私の思い描いていた中国とは異なるもの

でした。

　その思いは翌日の重慶市都市計画未来館の視察見学により、更に強いものとなりました。

　重慶市が綿密な計画の基に都市計画を策定し直轄都市として、大きな繁栄を築いており、更なる

飛躍を目指していることが、目で耳で感じられる展示が数多く、人口3000万人のパワーを感じる

ことができました。

　午後は四川外国語大学日本語学部

の学生さんと交流会がありました。

大学側は私達訪問団を熱烈歓迎して

下さりました。私とペアになりお話

をした張さんは卒業後、通訳か、日

系の企業に就職したいと話をしてい

た、3年生の女子大学生です。流暢

な日本語で、将来のこと、学生生活

のこと、好きな日本食のことを話す

姿は、日本の大学生も同様であると

感じました。こうした若い力がこれからの日中友好の礎になっていくものと考えます。

　現在、日本と中国は国と国の立場はとても緊張感を伴なう状況に置かれておりますが、こうした

訪問の積み重ねによる民間交流が、国際交流の発展と一層の友好親善の一助となることを祈念した

いと思います。

　終わりに今回ご一緒させて頂きました視察団の皆様、お世話になりました関係者の皆様に御礼申

し上げます。
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平成27年度友好交流都市重慶市を訪ねて

柏　洋治

　中国を訪ねた事が無かった私にとって、これ

からの人生観が変わった今回の視察になりま

した。

　一言、TVや新聞等で報道されている中国と、

今回視察をさせて頂いた中国は何か別の国の

様に感じました。前回の視察団の方々の報告書

にもございましたが、高層ビルやマンションが

林立し・・・とございますが、前回訪中から数

年が経ってますのでさらに重慶市の発展は進

んでいる事でしょう。街が動いているというよりは、「街が生きている」と感じました。その中で生

活している方々も自信に溢れ、生き生きと一日一日を前に進んでいると思いました。

　３日目に訪れた、「四川外国語大学」「熱烈歓迎」で始まった日本語学部学生との交流。

　熱心に普段興味を持っている事を質問されました。日本に興味を持ち出したのは、やはり、日本

のアニメや日本のアイドルという事でした。きっかけはともあれ、将来の夢は日本語の通訳を目指

しているとの事で目が輝いていました。学校内を案内して頂き、図書館へ行きました。全寮制とい

う事もありますが、一日中図書館で勉強している学生もたくさんいるということでした。公務員や

科学者を目指し・・・ふと自分自身の学生時代を思い出してしまいました。また、今の日本の大学

生と比べてしまい、これからの国際競争の激しい世界で中国の力を痛快に感じました。

　今回の視察訪問団に参加させて頂いてとても感謝しております。一個人では体験出来ない事を体

験させて頂きました。何かの機会に積極的に参加していきたいと思います。

　最後になりますが、今回の視察の中、親切に

接していただきました関係者の方々、視察団

の皆様に心から感謝申し上げますとともに、

皆様の御健勝をお祈りいたして、報告とさせ

ていただきます。
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平成27年度　友好交流都市重慶市親善訪問に参加して

後藤　真規

　このたび、重慶市親善訪問団に初めて

参加させていただきました。私にとって、

中国は近くにありますが、何か遠い国の

イメージがあり、まず、重慶市とはどん

なところか？ということをガイドブック

などで情報収集をしてまいりました。重

慶市は中国で4番目の直轄市で、市の面

積は北海道を上回り、周辺には世界遺産

もあるなどなど…。

　重慶市に到着し、まず最初に高層マン

ションが林立した景色を目の当たりにし、強い衝撃を受けました。そして、建設用のクレーンが立

ち並び、まだまだ建設が進められている様を見て、中国の勢いを肌で感じ、その街の規模に圧倒さ

れました。意外であったのが、自転車・バイクが少なかったことです。重慶市は坂が多く、自転車

の利用は大変なので少ないとのことでしたが、一方、自動車は大変な数で、中国のみなさんはなか

なか激しい運転をする方が多い印象でした（笑）。

　重慶市訪問は、すべてにおいて私に

とって刺激的なものでしたが、その中

で、特に印象的であったのが四川外国語

大学日本語学部学生との交流会でした。

　非常にきれいに整備された大学構内

に入り、学生たちがグランドでバドミン

トンをしたりして楽しんでいる様子を

みて、「日本の学生と変わらないなあ」と

思いながら、「交流会って…、何を話し

たらいいのかな？」と不安を持って、日

本語学部学生の待つ教室に案内され、懇談が始まりました。

　私は、宋春暁さんから熱心に日本のこと、水戸のことを質問され、いろいろとお話を致しました。

「私を春ちゃんと呼んでください」と明るく、元気な3年生の女子学生さんで、日本語の勉強を始め

てまだ2年数か月程度とのことでしたが、ボキャブラリーが豊富であり、発音も全く違和感の無い

日本語を話されておりました。後から聞いた話ですが、彼女は非常に勤勉で、上級生を含めて日本

語学科でトップレベルに日本語を話せるとのことでした。彼女は「私は日本が大好きです。日本人

が大好きです」と何度も仰っていて、大変うれしく、楽しくお話をさせていただき、中国のことが
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大変身近に感じるようになり、そして、私のなかにあった中国に対する「近くて、何か遠い国」と

いうイメージは彼女のおかげで払拭されたように思います。今後、日中両国でこのような学生が増

え、日本と中国が末永く仲良く交流できればと思います。

　最後になりますが、今回の視察を通して、大変貴重な経験をさせていただいたこと、そして、何

かと親切にしていただいた視察団のみなさまに心から感謝を申し上げ、視察報告とさせていただき

ます。
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四川外国語大学での想い出

佐藤　雄彦

　四川外国語大学の構内に入ると、大学キャンパス内の掲示板に “熱烈歓迎　水戸市行政視察団…”

と、赤く大きく映し出されていた。歓迎文が久しぶりに見る日本語であった事もあり、大学側の歓

迎ぶりがとても伝わってきたのと同時に懐かしさを覚えた。

　“熱烈歓迎”という言葉は、自分が鉾田市内に勤務していた頃、中国からの研修生を受け入れてい

た農家でよく見かけていたからだ。その頃から中国と深く身近で繋がっていたと思うと、なぜか嬉

しくも感じた一瞬だった。

　現役大学生との交流ということで、始め

は少し構えていたが、終始和やかな雰囲気

の中、お互いの文化に触れることができ

た。

　視察した四川外国語大学は、重慶市沙坪

蛽坥区にあり、中国西南地域における外国語

と外国文化・対外経済貿易・国際問題の研

究と人材育成を行う重要な拠点となる大

学とのこと。

　交流会では、日本語学科の女子学生 “武　浣暁賤彬”さんと懇談した。まだ２年生のためか少しあどけ

なさも残っていたが、日本語での会話は流暢で当学生の勤勉さと当大学のレベルの高さを感じた。

将来は、外資系の企業、特に先進国である日本の企業に就職したいとの明確なビジョンを持って勉

学に励んでいるとの話を聴き、また、この交流会という短時間で日本の文化を吸収しようとする姿

は、今の中国の発展を象徴しているように見えた。卒業旅行は、是非日本に行ってみたいとの話も

あった。行き先を尋ねると、北海道・京都・大阪

といった有名な観光地を挙げていたが、残念なが

ら “水戸” の地名は出てこなかった。今後、水戸市

と重慶市との交流を更に深めるためにも、両市の

学生間での親善訪問を重ねる機会を設けて頂くこ

とで、両市・両国の発展と理解、そして次の世代

への良好な関係へと繋がっていくことであろうと

感じた。

　今回の友好交流都市親善訪問にあたり、ご尽力いただいた両市の関係者の皆様に感謝を申し上げ

るとともに、一緒に参加された各団員の皆様のご健勝と両市の益々の発展を心からご祈念いたしま

す。
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重慶市を訪問して

瀬谷　斉倫

　平成27年10月30日夕刻、私達は空路にて重慶市に到着した。空港にてまず機関銃を持った兵士

に驚かされる。日本と異なり警備が物々しい。そっと彼らの様子を伺うと、笑みを浮かべ談笑して

いる。見た目と異なり、普通の青年のようだ。私は少し安心した。

　空港よりバスに乗り、私達は重慶市内へと向かう。車窓から見る風景にまず驚かされたのが車の

多さだ。片側４車線はあろう広い道路一杯に車が大渋滞となっている。見ると欧州の高級車が当た

り前のように走っている。更に目を上に向けると、高層ビルの多さにまた驚かされる。とにかく高

い建物が多い。それだけでは飽き足らず、建築中の高層ビルがあちこちに見られ、この都市の発展

の勢いをまざまざと見せつけられる。そんな街並みが延々と続いているのだ。私がかつて持ってい

たこの国のイメージは、もう過去の遺物であった。眼前に広がる景色はとにかくバイタリティに溢

れ、人々の息吹が脈々と感じられるそんな力強い光景であった。

　重慶市２日目、私達は四川外国語大学日本語学部の学生達との交流会に参加した。正直なところ、

始めは何を話せば良いのやら、気が重い行事であった。しかし、学生達と話し始めて、そんな心配

は吹き飛んでしまった。

　私の相手は「王」君という20歳前後の男子

学生だった。日本留学の話、中国では餃子と

白米を一緒に食べない、ましてラーメンライ

スなんて考えられないといった他愛もない話

から始まり、中国の学生の現状、日本人のマ

ナーの良さ、「抗日」に対しての考えまで、話

はだいぶ深い所まで至った。

　彼の夢は日本と中国の橋渡しになる事だという。中国政府は抗日を謳っているが、日本が優れた

先進国である事は間違い無い。いくら中国がバブルで発展していても、マナーの良さや人間の質は

日本の方が上である。そういう意味で中国はまだ先進国に成り切っていない。私達は日本を見習っ

て、いつか日本に追い付きたい。私はその架け橋になるのだ。彼はそう話した。王君は決して多弁

というタイプでは無い。むしろ、恥ずかしがり屋なシャイボーイである。だが、その胸の内に秘め

た思いの真っ直ぐさは、たどたどしい日本語でも十分に伝わって来る。

　見習わなければならないのは、むしろ我々日本人の方だ。彼のように現実を見据え、夢に向かっ

て努力している若者が、我が国にどれだけ居ようか。

　中国と日本、それぞれ優れた部分もあり、悪い部分もある。非は非と認め、良は良と讃え合い、

お互い正直に腹を割って話合えば、きっと両国にとって良い時代が来る。君ならその一躍を担う事

がきっとできる。私は彼にそう伝え、握手を交わして別れた。40歳過ぎの中年オヤジが、彼に心を

洗われたような気がした。少し気まずい思いだった。
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第7回友好交流都市重慶市親善訪問に参加して

田所　哲也

　今回、重慶市親善訪問視察団の一員として参加し

貴重な体験を得ることができ、感謝しております。

　重慶市は中国にある直轄市（北京市、上海市、天

津市、重慶市）の中で最も新しい市ですが、急速な

発展を続けている印象の強い街です。実際に街の中

は日本を含む様々な海外メーカーの自動車であふ

れ、中心市街地では建設ラッシュも見られ経済的な

発展を続けている印象を受けました。

　重慶市には二日間滞在した中で、重慶市都市計

画未来館、重慶三峡博物館の視察、四川外国語大

学日本語学部の皆さんと交流会に参加させていた

だく等、貴重な体験をすることができました。

　今回の参加前の私の中国に対するイメージは、

反日感情の強い国という固定観念がどこか心の中

にあり、出発前も何となく怖い印象をもっており

ました。

　しかしながら、四川外国語大学日本語学部の学生さんとの交流会を通じ、そのようなイメージは

払拭されました。

　交流会の中にいた学生の皆さんは、真面目で親切な方達で日本に対しても好意的な印象を持って

いらっしゃいました。

　親しみを持って接していただくだけではな

く、日本という国について大変興味を抱いてお

り、熱心に日本の文化についての質問を受けま

した。私も出来る限り彼らに伝えられることが

あればと質問に答え、私も学生さんの将来の夢

や地元の文化について質問し、答えていただき

ました。

　私を含め、日本国民の一部の方は中国という

国に対して悪い固定観念を持ってしまってい

るのかもしれません。

　このような市民レベルでの交流を継続することは、水戸市と重慶市のみならず、日中両国間の関

係を良くしていく地道な活動であると実感しました。
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　二日目には世界遺産である大足石刻に訪問し、岩の壁に彫刻された大乗仏教の石仏、三十一メー

トルの長さを有する釈迦涅槃像、金箔を張った千手観音菩薩等を見る機会が得られ、中国の歴史、

文化に触れる事ができた事に感謝しております。

　最後になりますが、視察団の皆様には、初めての中国訪問である私を安全に導いていただき、心

から御礼を申し上げると共に、皆様のご健勝を祈念しご報告とさせていただきます。
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中国愛

久野　万智子

　前回、平成23年度の広報により、この行事を

知り、初めて参加して、今回２度目の参加です。

　重慶市と姉妹都市である事を知らない人が多

いです。ですので、中国の話をするついでに、ど

うして姉妹都市交流をしているか、私なりに説明

をしております。

　香港、マカオにいった事がないので、そちらも

楽しみでした。

　中国行きを、パート先の職場に許可をもらい、

パート仲間に話をしました。

「うらやましい！」

「私も海外旅行に行きたい。けど行かれそうにないな。」とか言われました。

　私は、そういう時いつもこう答えます。

「大丈夫！子供が学校を卒業したら、あちこち行かれる様になるよ。学費を払ってる間は、がんばっ

て！子供が就職したら、薄紙を剥ぐように楽になるから。４人の子供を育てた私が言うんだから、

まちがいはないよ」と。

　40才の頃、テレビで厚い門を抜けて右や左へ

グイグイ行くCG（コンピューターグラフィック）

の映像を見て、すごい衝撃を受けました。

「この建物は何！」

　ここで、北京の紫禁城を知るのです。

　又、前後して、三国志を知りました。

横山光輝のアニメ本ですが、１冊380円の本10

冊ずつ買って、全巻読み切りました。忘れもしな

い、消費税３％を導入する前年のことです。消費

税がかからないうちにと、夢中で読みました。この本により忠義を学びました。中でも諸葛亮孔明

が好きです。正に忠義に生きた男なのです。

　その後、愛新覚羅家の事を知り、中国の世界遺産を知り、少しずつ中国に関する知識を増やして

いるところです。

　その後、写真集も買い、テレビで地方を紹介する番組があると、視聴するという具合です。

　知り合いの婦人に言われました。



－ 40 －

「あんた、前世は中国人じゃないの？」と。まんざらでもないな。悪い気はしません。

この頃は、「そうかもね」などと言っています。

　この企画について、他の旅行会社だったら３回は行けるでしょう。ではなぜ参加するのか。それ

は、安心･安全だからです。

　ただ単に、各所旧跡をめぐる旅ではありません。私の心にちょっと重しがかかる、考えさせられ

る旅なのです。

　飛行場が、非常に苦手です。いつも最後尾でオロオロしてはぐれてしまいます。ご迷惑をおかけ

して、申し訳ない事です。これからもお世話になります。多謝！
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友好交流都市重慶市親善訪問団に参加して

飯田　正美

　この度、第７回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団の一員として、中国を訪

問してまいりました。中国における近年の目覚ましい発展ぶりは報道で知るところでしたが、改め

て自分の目と耳と足で直接感じ取ることができ

ました。重慶市は広大な中国の一部に過ぎません

が、北京市や上海市などとともに国の重要な直轄

市とされています。人々の感情をあらわにした大

きな声と身振りはそのまま改革のエネルギーに

変わり、発展の原動力になっている感じがしまし

た。以下数日の滞在でしたが、中国訪問で感じた

ことなどを箇条書きにて記します。

・�重慶市の交通渋滞には辟易したが、現在渋滞解消のため地下鉄と５本のモノレールを整備してい

るとのこと。事前に情報を掴んでおらず初めて知りました。

・�重慶市外事弁公室主催のレセプションで、副主任の唐文さんが食事をはさみながらも約２時間熱

く重慶市を語る。中国の中でも如何に重慶市が発展しているかを強調する。GDPの伸び率では全

国トップ。所得格差を指摘したが、それをあっさり認めた上で都市と農村、沿岸部と内陸の問題

と同様に解消に向けて尽力すると回答。

・�四川外国語大学日本語学部学生との交流会では、隣の席の男子大学院生杜毅さんとパートナーと

なる。余りにも日本語が流暢なので聞いてみると、６年間勉強しているとのことで大学院生と分

かった。本当は大学の教員になりたかったようであったが、縁あって広州市のトヨタ自動車に来

春から就職することが決まったそうである。仕事の通訳を兼ねて日本を訪ねてみたいと大いに夢

を語る。何故数ある外国の中で日本語を選択したのかとの私の問いに、アニメの影響が一番だっ

たと答える。大学院生なのにアニメの「ワンピース」「ナルト」などを今でも見ていることに再度

ビックリ。

・�重慶市大足区で世界文化遺産の大足石刻を見学。中国４千年の歴史の重さを実感する。大足とは

大いに満足という意味だそうであり、内原の大足町に思いをはせる。文化大革命時に都市部の偶

像が多く破壊されたが、大足石刻は内陸にあったので破壊されずに済んだとのこと。

　折しも私たちの出発の日に、中国一人っ子政策の大転換が発表されていたことを唐文副主任から

聞かされました。自分が想像する以上に中国は変わって行き、そしてそのスピードは相当早いので

はないかと感じています。

　末筆になりますが、今回の友好交流都市親善訪問にあたり、ご尽力いただきました両市の関係各

位に感謝申し上げます。各団員の皆様のご健勝とご活躍、そして両市の益々の発展交流をご祈念い

たします。
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第７回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国文化・行政視察団に参加して

黒木　勇

　重慶市と水戸市の交流から30年、また第一回の視察団派遣から15年目の佳節にあたり、この度

の友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団派遣事業に参加させていただきましたこ

とに心より感謝いたします。

　今回、親善訪問する前の重慶市への思いは、発展している様子は想像していましたが、これほど

の発展は想像以上で大変に驚きました。空港に降りたつ飛行機の窓からは、建設中の巨大な建築物

を目の当たりにしました。重慶空港からレ

セプション会場までの交通渋滞にも驚きま

した。週末の金曜日夕方ということもあっ

てか、乗用車で道路がいっぱいです。バイ

クを見ることもほとんどなく、自転車など

全く見かけません。私の想像していた、自

転車やバイクの姿が見えないことに大変驚

きました。レセプション会場では、重慶人

民政府外事部の唐文副主任さんらが迎えて

くださり、重慶市発展の状況を伺うことが

できました。

　重慶市二日目は、重慶市都市計画未来館を見学し、目覚ましい発展の様子とこれからの計画を観

ることができました。そして、三峡博物館の見学では、重慶市のこれまでの歴史や文化を学びまし

た。四川外国語大学では休日にもかかわらず、馮千准教授をはじめとする日本語学部の生徒さんが

迎えてくださり、意見交換や学内を案内してくださり率直なお話をすることができました。日本が

好きで、日本語を学び日本に関係する仕事につきたいと、瞳を輝かせながら語る姿が大変うれしく

感じ、未来の日中友好関係の大きな希望を感じるとともに、青年による交流を末永く続けていくこ

とが大切であると感じました。

　翌日は、重慶市大足県の仏教石窟で1999

年にユネスコの世界文化遺産に登録された、

大足石刻を見学、開館したばかりの博物館も

見学でき、唐の時代からの芸術的・美術的そ

して繊細な技術に感嘆しました。昼食会場で

は大足県副区長様に迎えていただき、忌憚な

い意見交換ができ大変うれしく思いました。

　香港・マカオの視察では急速に発展を遂げ

る街並み、外資による投資、新幹線の建設、
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急増する観光客などの受入れなどによる、住民の物価高に対する懸念などを見聞し、限られた時間

でしたが、その状況を肌で感じることができました。

　国際化が進む今日、国外から見た日本・水戸市をどのように発展させ、次の世代に引き継いでい

かなくてはいけないかということを考えさせられました。そして日中友好の進展のカギは民間人に

よる交流が大切であると強く感じ取ることができました。この度の貴重な体験を水戸市政発展のた

めに生かして参る所存です。

　今回の視察を共にした皆さんに感謝するとともに、企画計画していただきました水戸市国際交流

協会の皆様に心より感謝申し上げます。大変にありがとうございました。
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第７回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国文化・行政視察団に参加して

木本　信太郎

　この度、第７回友好交流都市重慶市への親善訪問を多くの方々のご協力により参加をさせて頂き、

大変貴重な経験をした事に、心からの感謝をしております。10月29日正午に、お忙しい中、駆け

つけて頂いた、多くの方々に見送られながら、総勢22名の視察団は水戸市役所を出発、いざ成田空

港へ。初日は、香港までのフライトが４時間40分と、香港のホテルに着いた時には、夜の10時を

過ぎており、初日は移動だけで終わりました。

　２日目は香港にあります黄大仙という有名な寺院を視察してから、約２時間30分のフライトで重

慶市へ移動。香港が約30度近い気温だったのに対して、重慶市は肌寒く、寒暖の差を感じながら、

重慶市の中心部へバスで移動。人口約3200万の大都市・重慶市は、金曜日の夕方という事もあり、

着いてからすぐに、大渋滞という洗礼を受け、中々、目的の場所まで着きませんでしたが、その分、

ゆっくりと大都市・重慶の経済成長を遂げている街並みを視ることができました。予定していたレ

ストランに着くと、重慶市より外事室、副主任の唐文さんと同じく現地通訳の二人が出迎えをして

くれました。四川料理の食卓を囲みながら、唐副主任から重慶市は、中国政府の直轄市の一つであ

り、中国国内において一番多くの人口を有する大都市である事、また、戦略的重工業地帯として、

多くの資本を海外から受け入れ、中国国内における、経済成長率が一番である事をはじめ、地域の

伝統、文化、人々の気質、産業など、どういった国からどういうメーカーが進出しているかなど、

重慶市の現在の状況において、様々な意見交換をさせて頂きました。

　３日目は、重慶市の都市計画未来館で重慶市の都市計画の全体像を視察してから、四川外国語大

学の日本語学科を専攻している学生達との意見交換会に参加。学生達と忌憚のない意見交換をさせ

て頂き、中国の大学生が現在どういった事を感じながら、勉学に励んでいるのか、日本の事、ご自
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身の将来についてなど、日本にいる二十歳前後の学生とあまり変わらない部分と違う部分を垣間見

ながら、とても穏やかな意見交換が出来ました。四日目は、重慶市大足県にある世界遺産・大足石

刻へ、９世紀から13世紀頃までの大乗仏教の石仏が岩の壁に彫刻されており、山奥にあるため、文

化大革命時代も破壊される事を免れた石仏は色彩豊かであり、当時の彫刻技術や大乗仏教における

世界観をダイナミックに表現しており、日本へ伝来した小乗仏教の仏像との差異を感じました。

　その後、香港へ戻り、５日目のマカオ視察、そして６日目の香港視察を経て、７日目に視察団は

無事に日本へ帰国しました。

　最後に今回の視察を終えて、様々な中国における風景や人々の暮らし、そして中国経済のダイナ

ミズムを感じ印象に残っております。一番印象に残っている言葉は、重慶市の唐副主任の言葉であ

ります。唐副主任は、仕事柄、日々多くの海外の要人と接しており、その中で、大事なのは常に本

音で会話をする事を心がけていると言っておりました。けして、良好とは言えない日中を取り巻く、

国際情勢の中で、民間交流を通して人々が相手を尊重しながら、互いに本音で語り合う、そうした

機会が増える事が、友好をより促進させる基本的な一歩である事を改めて感じました。この度の重

慶市との友好交流がそうした一助に寄与する事を願い報告させて頂きます。
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「一衣帯水」の日中交流旅

鈴木　宣子

　初訪中させて頂いた今回の「第７回友好交流都市重慶市親善訪問及び中国文化・行政視察団」、福

島辰三団長はじめ市議５人と水戸市民の代表併せて総団員21名にとっての重慶市等への旅は、本当

に貴重な友好交流の体験をさせて頂けたと思います。改めて参加させて頂き、感謝申し上げます。

　まず私ども交流団が着いた翌日の10月30日の歓

迎レセプションで、身長185センチ程の重慶市人民

政府外事弁公室副主任の唐文氏は、その体躯のまま

非常に力のこもった御挨拶をされました。もともと

四川省にあった重慶、直轄市として1997年に省から

分離、3000年以上の歴史があり、中国中西部唯一の

中央直轄市で長江上流最大の中心都市との事。御挨

拶を伺っていて、人口3000万人強の重慶が、豊かな

資源、幅広い市場と中国四大投資スポットに挙げら

れている良好な経済基盤、そして急速なビル群の林

立など重慶の力強さを感じました。そのお話しぶり

は、こちらの質問にも終始真剣にお応えになり、三峡

博物館で観たジオラマの如く、重慶の輝く未来を象

徴する光輝さがありました。福島団長の返礼御挨拶

の後は、２つのテーブルを舞台に唐文氏を囲むよう

にして、歓談の場となりました。重慶に関する様々な質問が出ましたが、どれに対しても誠実に気

さくに対応された方だったので、私はつい「唐文さんは重慶で何番目に偉い人ですか」と伺うと、お

茶目な顔をしながら「上には一杯います！」とかわされ、何とも言えないその笑顔と重慶の懐の深さ

に触れた瞬間でもありました。翌31日は、四川省出身の鄧小平氏ゆかりの四川外国語大学へ訪問。

交流団員の間に日本語学科履修中の学生が一人づつ入り、大きな円卓での対話の場となりました。

中には日本のアニメ等が好きで日本に対して親しみを抱いている学生が多く、全体的には和やかな

雰囲気で、日本語を真剣に研讃している姿勢、更に驚いた事に話題が「重慶の由来」について移り、

西暦1189年の旧暦正月、以前「恭州」と呼ばれたこの地の王に任命された南宋皇帝の弟が、同じ年

に南宋皇帝が崩御した事に伴い、南宋の皇帝にも即位する事となり、この事に因んで、以来「慶び

が重なる」という意味で、「重慶」と言われたと伺い、学生の郷土史についての造詣の深さに感銘を

受け、高い競争率の入学試験を突破し日頃の学問研鑽の様子を垣間見るような一時でした。その後、

重慶市内の代表的な世界遺産・仏教石窟「大足石刻」への訪問では、５万体の石刻像と巨大な涅槃像

を目にして悠遠な歴史にも魅了されました。

唐文氏と握手
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　併せて訪問したイギリスの植民地であった香港も、ポルトガルの植民地であったマカオも、まっ

たくヨーロッパの風情であり、素晴らしい異国情緒の近代都市を堪能。まさに中国の過去も現代も

同時に体感させて頂いた旅となりました。

　米国の作家の言葉に「遠くに行くことはある種の魔法で、戻ってきたときにはすべてが変わって

いる。」とありますが、私にとって初めての中国との交流路は、中国と日本が「一衣帯水」である事

を、改めて心から実感し、自身の中国観が大きく変わるものとなりました。

四川外国語大学で学生と記念撮影
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重慶市を訪問して

橘　宏志

　この度、第７回友好交流都市重慶市親善訪

問及び中国文化・行政視察団に随員として参

加し、発展を続ける中国の状況を視察し、重

慶市の皆様とふれあう貴重な機会をいただき

ましたことに、深く感謝申し上げます。

　今回の訪問に当たり、私自身は海外渡航の

経験が浅く、また、中国への訪問は初めてで

ありましたので、渡航説明会の資料や先輩の

助言等を手掛かりに、自分なりに事前の準備

に努めたところでありましたが、正直なとこ

ろ、現地に訪れるまでは、初めてゆえの不安な気持ちもありました。

　しかしながら、重慶市の空港に到着して重慶市外事弁公室のスタッフからお出迎えをいただき、

その後、同外事弁公室主催の歓迎会に出席していろいろなお話をお伺いしていくなかで、安心感や

親近感が湧いてくるのを感じました。やはり、直接に現地を訪れ、実際に人々とお話しをするとい

うことが、友好交流を進めていくうえで重要であることを実感した次第です。

　また、四川外国語大学への訪問では、日本語学部の学生の皆さんと交流する機会もいただきまし

た。交流会では、冒頭で、同大学の陳可冉教授から水戸黄門のトピックを織り交ぜた歓迎の御挨拶

をいただいたことが印象に残りました。また、学生の方からは、日本の流行作家による小説やアニ

メーションなどに関心を抱いていること、また、卒業後に向けた就職活動のことなど、流暢な日本

語でお話をいただき、楽しい交流のひとときとなりました。

　重慶市への滞在中は、都市計画未来館や三峡博物館を視察したほか、世界遺産「大足石刻」を視察

し、中国古代仏教石刻芸術晩期の代表作とされる、素晴らしい石刻像の数々を目の当たりにするこ

とができました。大足石刻は重慶市の郊外、大足県に所在しており、移動には市内中心部からバス

にて、高速道路も経由して１時間50分程かかり

ます。日本でいえば北海道並みという、重慶市

の区域の広さを実感した次第です。

　今回の訪問は、私にとって大変良い経験とな

りました。水戸市と重慶市との友好交流が今後

ますます進展していきますことを願い、また、

訪問の行程中、ご親切に接していただきました

本視察団の皆様に深く感謝を申し上げ、ご報告

といたします。



資料編

三峡博物館から重慶市人民大礼堂を望む
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友好交流都市重慶市との交流の経緯	 （平成27年10月現在）

【交流のきっかけ】

　水戸市と重慶市との交流は、昭和60年（1985）３月に、孫平化中日友好協会副会長（当時）の水
戸市への訪問がきっかけとなり始まった。訪問の折、孫平化氏は、水戸市役所敷地内で日中国交回
復記念の植樹を行った。
　また、同年５月には、つくば市にて開催中の科学技術博覧会視察のために来日中の中華全国総工
会代表団が、また胡友華氏をはじめとする中国科学技術センター訪日団一行が水戸市を訪れている。
　このような交流の中で重慶市との友好親善交流の話が進められ、水戸市の重慶市に対する友好的
な考えが胡友華氏から重慶市長へ伝えられて、同年６月には、重慶市人民政府対外事務局副主任の
辛玉氏から、佐川一信水戸市長（当時）に対して、友好親善交流の推進と訪中の誘いの書簡が届けら
れた。
　翌年の昭和61年（1986）５月、佐川一信水戸市長（当時）を団長とする第１回水戸市中国行政視
察友好訪中団が、北京市、重慶市、上海市を訪問した。北京市においては、中日友好協会会長の孫
平化氏や北京市人民政府を表敬訪問して友好親善を深めるとともに、重慶市においては肖秧市長ほ
か多くの関係者と意見交換を行い、友好親善を深めた。一方、同年10月には、重慶市人民代表大会
常務委員会副主任の白蘭芳氏を団長とする重慶市代表団が水戸市を訪れ、白蘭芳副主任が、水戸市
議会議場にて挨拶を行った。

【全国緑化フェアの成功】

　その後、両市の代表団が相互に訪問を重ねるなか、平成３年（1991）になって、翌々年に開催予
定の全国都市緑化フェアへ重慶自然博物館所蔵の恐竜化石を出展することについての要請のために、
水戸市の代表団が重慶市を訪問した。続いて平成４年（1992）には出展に関する交渉のため、そし
て、平成５年には恐竜化石の梱包を確認するため、それぞれ水戸市代表団が重慶市を訪問した。一
方、この間、重慶市代表団も平成４年に２度水戸市を訪れ、平成５年（1993）には、重慶自然博物
館の副館長や学芸員、更には重慶市文化局長ほかが訪れている。こうして、重慶市人民政府や重慶
自然博物館、そして中国国家文物局の全面的な協力のもとに、水戸市が出展した｢恐竜館｣が多くの
入場者を集め、第10回全国都市緑化フェアの成功に大きく寄与することになった。

【活発な人的交流、そして提携への動き】

　緑化フェアの成功を経て、平成６年（1994）１月に、岡田広水戸市長（当時）を団長とする水戸市
代表団が、恐竜展への化石出展の御礼と交流を深めるため、重慶市を訪問した。
　その後、平成７年から11年にかけて、両市の間で、相互に人的な交流が進められるなか、平成
11年（1999）11月に、重慶市人民代表大会常務委員会副主任の馮克熙氏を団長とする重慶市代表
団が水戸市を訪問し、岡田広水戸市長（当時）との会談の中で、これまでの両市の交流の経緯を踏ま
え、西暦2000年という節目の年に、友好関係を提携してはどうかとの話がなされた。

【「友好交流都市」の提携】

　平成11年12月に、水戸市日中友好協会から、｢重慶市と友好都市締結を求める請願書｣が市議会
へ提出され、採択されるとともに、平成12年（2000）３月の市議会定例会の本会議においては、重
慶市との友好交流都市の提携についての議案が全会一致で可決される。
　このような経緯を受けて、平成12年６月に、岡田広水戸市長（当時）を団長とする重慶市友好交
流都市調印使節団71名が重慶市を訪問し、友好交流都市提携合意書の調印が行われた。
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【友好都市へ向けた交流】

　友好交流都市を提携し、新しい関係を築いた両市は、友好都市の提携に向けて様々な交流を行っ
ている。相互訪問はさらに活発なものとなり、平成12年からこれまでに、水戸市からは６回の訪問
団の派遣、重慶市からは９回の訪問団の来水があり、両市において交流を深めた。
　相互訪問以外の事業として、平成14年（2002）、水戸市は緑化フェア恐竜館跡地に｢重慶広場｣を
整備し、現在、広場は市民の憩いの場となっている。また、｢中国･重慶展と国際交流のつどい｣を
開催、多くの市民が参加し、重慶市への理解と関心を深めることとなった。そのほか、同年夏、北
京において開催された日中国交正常化30周年記念日中友好交流都市中学生卓球交歓大会に水戸市･
重慶市合同チームが参加し、両市の中学生がスポーツを通し交流を深めた。
　平成15年（2003）秋には、両市の小学生の絵画、書道作品を展示する｢水戸･重慶友好交流都市
児童書画展覧会｣が水戸市国際交流センターで開催され、多くの水戸市民の目を楽しませた。
　重慶市においては、平成16年（2004）５月に、重慶市労働人民文化宮において｢重慶市と広島市
及び水戸市との友好交流展示会｣が開催され、多くの重慶市民が水戸市の児童の書画作品や街の様
子を伝える写真パネルなどを通して、水戸市について理解と関心を深めている。
　平成20年（2008）には、水戸市水道部職員が、水道事情の調査を目的として重慶市等を訪問、技
術部門の交流の実現に向けて取り組んでいる。
　平成21年（2009）には、水戸市市制施行120周年を記念して、アナハイム市及び重慶市の関係者
を迎え、これからの姉妹都市交流について考えるシンポジウムを水戸市国際交流センターにおいて
開催し、重慶市側からもパネリストが参加している。シンポジウムでは、「市民主導の交流」をテー
マとして、水戸市、アナハイム市、重慶市を代表するパネリストに加え、一般の市民も交えながら、
活発な議論や意見交換がなされた。
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年 水戸市からの訪問 重慶市からの訪問

昭和 60 年（1985）

・孫平化中日友好協会副会長が来水。
　日中国交回復記念植樹を行う。
・中国科学技術センター訪日団が来水。
　水戸市との友好関係を望み、市長の訪中を期待する旨の文書が届
く。

昭和 61 年（1986） ・佐川市長（団長），川津議員（副団長）ほか６名
が重慶市を訪問。

・白蘭芳重慶市人民代表大会常務委員会副主任（団長）ほか２名の
代表団が来水。

昭和 62 年（1987） ・小林議員（団長）， 大野収入役（副団長）ほか４
名が重慶市を訪問。

昭和 63 年（1988） ・楊東喬重慶市科学技術委員会主任ほか５名の代表団が来水。

平 成 ２ 年（1990） ・黄梅重慶市人民代表大会常務委員会副主任ほか５名の代表団が
来水。

平 成 ３ 年（1991）
・重慶市長に恐竜化石の出展を要請するため作
山助役（団長），福島議員（副団長）ほか３名が重
慶市を訪問。

平 成 ４ 年（1992） ・ 恐竜展交渉のため都市計画部長ほか１名が重
慶市を訪問。

・楊学君政治協商会議重慶市委員会副主席ほか３名の代表団が来水。
・章必果重慶市副市長ほか３名の代表団が来水。

平 成 ５ 年（1993）
・恐竜展の梱包確認のため飯村助役（団長）ほか
５名が重慶市を訪問。
・全国都市緑化いばらきフェア「恐竜展」開催

・鍾志楷重慶自然博物館副館長ほか７名が来水。
・李華年重慶市文化局長ほか４名の代表団が来水。

平 成 ６ 年（1994） ・恐竜展答礼のため岡田市長（団長），綿引議長
（副団長）ほか29名が重慶市を訪問。

平 成 ７ 年（1995） ・劉文重慶市人民政府顧問ほか1名の代表団が来水。
・ 竇瑞華重慶市人民政府副市長ほか3 名の代表団が来水。

平 成 ８ 年（1996） ・国際文化課長が重慶市を訪問。 ・于漢卿重慶市人民代表大会常務委員会主任ほか５名の代表団が
来水。

平成 10 年（1998） ・魏司鋒重慶市人民政府外事弁公室副主任ほか１名の代表団が来水。

平成 11 年（1999） ・小林助役（団長），森議長（副団長）ほか２名が
重慶市を訪問。 

・馮克煕重慶市人民代表大会常務委員会副主任ほか３名の代表団
が来水。

平成 12 年（2000）
・ 岡田市長（団長），高橋議長（副団長）ほか69名
が友好交流都市調印使節団として重慶市を訪問

（第１回）。

・李学挙重慶市人民政府高級顧問（シニアアドバイザー）ほか５名
の代表団が来水。

平成 13 年（2001）

・企画課長補佐ほか2名が青少年交流団派遣事
業事前調査のため重慶市を訪問。 

・陳騰傑重慶市農業総合開発弁公室副主任ほか10名の農業総合開
発視察団が来水。
・陳高山重慶市人民政府外事弁公室副主任ほか６名の友好交流団
が来水。

平成 14 年（2002） ・友好交流都市提携1周年記念『中国・重慶展と
国際交流のつどい』を開催。

平成 15 年（2003） ・水戸重慶友好交流都市児童書画展覧会を開催。・黄立沛重慶市政治協商会議副主席ほか６名の代表団が来水。

平成 16 年（2004） ・加藤市長（団長）ほか 29 名の訪問団が重慶市
を訪問（第３回）。

・税正寛重慶市人民代表大会副主任ほか８名の代表団が来水。

平成 17 年（2005） ・アジア太平洋都市サミット出席のため福島議員
（団長）ほか３名が重慶市を訪問。

・魏司鋒中日交流合作促進会長ほか１名の代表団が来水。

平成 18 年（2006） ・加藤市長（団長）ほか 31 名の訪問団が重慶市
を訪問（第４回）。

・孫賢元重慶市人民代表大会常務委員ほか７名の代表団が来水。

平成 20 年（2008） ・加藤市長（団長）ほか 25 名の訪問団が重慶市
を訪問（第５回）。

平成 21 年（2009）
・呉昌徳重慶市政治協商会議弁公庁副庁長他６名の代表団が来水。
・呉昌徳訪問団団長が市制施行120周年記念「国際姉妹都市交流シ
ンポジウム」出席

平成 23 年（2011） ・高橋市長（団長）ほか 16 名の訪問団が重慶市
を訪問（第６回）。

・朱晞顔重慶市人民政府外事僑務弁公室主任他３名の代表団が来
水。

平成 24 年（2012）
・日中国交正常化 40 周年記念日中友好交流都
市中学生卓球交歓大会（北京市）に、重慶市とと
もに選手団を派遣。

・黄茜重慶同郷会会長が来水。

平成 27 年（2015） ・福島市議（団長）ほか 20 名の訪問団が重慶市
を訪問（第７回）。

両市の交流年表
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訪問都市のプロフィール

重慶市
　人口約3000万人（水戸市の約100倍）を誇る、中国最大の都
市。1997年に四川省から独立し、北京・天津・上海に続く4番
目の直轄市（省と同格）となりました。中国西南部最大の商工業
の中心地で、長江上流の経済の中心地です。市街区は長江と嘉
陵江の合流地点にあり、四方は山に囲まれ、山城、江城、霧の都、
とも呼ばれます。
　昭和60年（1985年）、孫平化中日友好協会副会長（当時）が
水戸市を訪問したことをきっかけに、相互に訪問を重ねました。
とりわけ平成5年（1993年）に水戸市で開催された第10回全国
緑化フェアに、重慶自然博物館所蔵の恐竜化石の出展を重慶市
に要請し、重慶市人民政府や中国国家文物局などの支援を得て水戸市が出展した「恐竜館」が
多くの入場者を集めたことを契機に両市の人的交流が進みました。
　平成11年（1999年）の重慶市からの訪問団が水戸を訪れた際、それまでの交流の経緯を踏
まえ、西暦2000年の節目に友好関係を締結することが提案され、翌平成12年（2000年）3月、
市議会定例会の本会議で、友好交流都市提携についての議案が満場一致で可決されました。同
年6月に岡田広市長（当時）を団長とする使節団が重慶に派遣され、友好交流都市提携合意書の
調印が行われました。それ以降、相互に訪問団を派遣するなど交流は続けられ、水戸市からの
訪問団派遣は今回で7回目となります。

香港特別行政区
　19世紀のアヘン戦争以降、イギリスの領土となり、
1997年に中国に返還されました。一国二制度の下、イギ
リス統治下の制度や文化が維持され、中国の中にあって独
特の立ち位置を占めています。魅力的な観光資源を抱え、
世界中から多くの観光客を集めるとともに、東アジアにお
ける経済の一大中心地として繁栄しています。

マカオ特別行政区
　16世紀の大航海時代以降、ポルトガル人の居留地とな
り、中国とポルトガルの伝統が交じり合った独特の文化が
根付きました。ポルトガル風の歴史的建造物も数多く残さ
れ、セナド広場やセントポール天主堂跡などの8つの広場
と22の建築物が、「マカオ歴史市街地区」として世界遺産
に登録されています。カジノなどのアミューズメント産業
も盛んです。
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1　目　　的 国際交流推進事業の一つとして、友好交流都市である重慶市及び中国の主要都市へ訪

問団を派遣し、相互理解と友好親善を深め、国際的視野にたった人材の育成を目指す

とともに、市民相互の交流を促進する。

2　主　　催 水戸市、公益財団法人水戸市国際交流協会

3　期　　間 平成27年10月29日（木）～11月4日（水）（7日間）

4　訪  問  先 重慶市・香港特別行政区・マカオ特別行政区

5　募集人員 30人（うち一般市民は20人、先着順）

6　主な活動 ・重慶市及び主要都市の文化・行政視察並びに施設見学

 ・重慶市人民政府表敬訪問及び歓迎行事参加

7　事前研修（結団式） 10月15日（木）　18:00～ 20:00　水戸市国際交流センター（渡航説明会含）

8　事後研修（解団式） 11月12日（木）　18:00～ 19:30　水戸市国際交流センター

9　応募資格 （1）本人または家族が、応募時点で水戸市に居住している方

 　　（その他協会が必要と認める方）

 （2）国際交流に関心を持ち、友好親善に努めたい方

 （3）健康で協調性に富み、実施計画に従って規律ある団体行動ができる方

 （4）事前・事後研修を含めて全日程参加できる方

 （5） 帰国後もこの経験を生かし、本市の実施する国際交流推進事業に積極的に参加で

きる方

10 応募方法 別紙参加申込書に必要事項を記入のうえ、証明写真（パスポートサイズ4.5×3.5cm）

及びパスポートコピー（ある方のみA4サイズで）を添えて8月21日（金）から9月17
日（木）までに、水戸市国際交流協会まで持参又は郵送で、お申し込みください（FAX
不可）。期間内でも定員になり次第、締め切ります。

 参加申込書は協会ホームページからもダウンロードできます。

 　水戸市国際交流協会（午前9時～午後9時）

 　※毎週月曜日休館

 　〒310-0024　水戸市備前町6-59　水戸市国際交流センター内

 　電話：029-221-1800　　　URL：http://www.mitoic.or.jp

平成27年度 第７回友好交流都市重慶市

親善訪問及び中国文化 ･ 行政視察団派遣

募　　集　　要　　項



11 参加費用 約298,000円　（うち30,000円を協会が補助します）

 ※上記費用に燃油サーチャージは含みません。
 ※最終参加人数により、費用が多少変動する場合がございます。

 ・参加費用に含まれる主なもの
 航空運賃（エコノミークラス）及びバスなどの運賃料金、観光料金、宿泊料金、日

程記載の食事料金、傷害死亡･後遺傷害保険など

 ・参加費用に含まれない主なもの
 渡航手続関係諸費用、オプショナルツアー代金、個人的性質の諸費用、超過手荷物

運搬料金、一人部屋追加料金（70,000円）、ビジネスクラス追加料金（275,000

円）、海外旅行保険（個人用任意保険）など

 ・部屋割りについて
 お一人でのお申し込みで相部屋希望の方は、調整が付けば相部屋となりますが、で

きない場合はシングル利用となり、追加代金（70,000円）をいただきます。

12 派遣者の取り消し ・派遣決定後であっても、応募資格の虚偽報告及び不適格と認められる行為や事実が

あった場合は資格を取り消すことがあります。その場合に発生するキャンセル料は

本人負担となります。

 ・出発後の取り消しは団長が行ないます。この場合における損害等の賠償責任は、一

切取り消された該当者本人となります。

13 取消し料 ９月29日（火）以降の参加取消しについては、旅行約款に基づき、該当者本人に相応

の取消し料負担が生じます。（9月29日以降は旅行代金の20%、10月27日以降は

50%、旅行開始後は全額）

14 そ  の  他 ・申込書に記入いただいた個人情報（氏名,住所,電話番号など）は、申込者間との連絡

や本事業における運送･宿泊機関等の提供するサービス手配のための手続きに必要

な範囲内で、利用いたします。

 ・本事業は、参加者の安全を最優先としますので、今後の国際情勢によっては、参加

決定後でも変更または中止する場合があります。
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日　　　程

日次 月日（曜） 現地時間 地 名 交通機関 行       程

1
10/29
（木）

12:00
16:15
20:35

水戸市役所発

成田空港発

香港着

専用バス

CX521
専用バス

香港へ

着後：ホテルへ

＜香港泊＞

2
10/30
（金）

午前

11:00頃
13:45
16:05

香港

香港発

重慶着

専用バス

専用バス

KA840
専用バス

香港文化・行政視察

空港へ

重慶へ

着後：ホテルへ

＜重慶泊＞

3
10/31
（土）

終日 重慶 専用バス
重慶市内視察

＜重慶泊＞

4
11/1
（日）

午前

14:00頃
17:00
19:10

重慶

重慶発

香港着

専用バス

専用バス

KA841
専用バス

重慶市内視察

空港へ

香港へ

着後：ホテルへ

＜香港泊＞

5
11/2
（月）

朝

午前

午後

夕刻

夜

香港

香港発

マカオ着

マカオ発

香港着

専用バス

フェリー

専用バス

フェリー

専用バス

フェリーターミナルへ

マカオへ

マカオ文化・行政視察

　聖ポール天主堂跡など

香港へ

着後：ホテルへ

＜香港泊＞

6
11/3
（火）

終日 香港 専用バス

香港文化･行政視察

　ビクトリアピークなど

＜香港泊＞

7
11/4
（水）

7:30頃
10:20
15:15
18:00

香港

香港発

成田空港着

水戸市役所着

専用バス

CX520便
専用バス

空港へ

成田へ

水戸へ

※利用航空会社：キャセイパシフィック航空（CX）、香港ドラゴン航空（KA）

※日程や航空会社等は変更になる場合があります。
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第7回友好交流都市重慶市親善訪問及び
中国文化・行政視察団報告書

　　  発行日　平成28年２月

　　　　　　　公益財団法人水戸市国際交流協会
  　　水戸市備前町6-59　電話029-221-1800
※今回の報告書に関するお問合せはこちらへ


